




























































































































  「可不是呢？我也認 ：後悔也晚了。 」
　
  「這，我就煩；我煩的就是這個。 」太太哭了。



















　たとえば第二節には、会話の中に「ドメスティツク という外来語をわざと使い、 「彼 女性解放といふやうな事も














  「動物」→「 （訳し いない） 」  「宿命的」→
命裏注定
」
  「意識が絶え絶えに
心裡一陣清楚一陣糊塗
」
という風に、日本語にしては近代語彙に属し、当時の中国語でもより日本語に近い近代的語彙も存在していたが、銭稲孫は「黒奴解放」や「雑誌」など避けられ 表現を除いて、 「京話」に徹したのである。
　ただし、原文の会話の雰囲気とリズムを伝えようとする ころも見られる。第一節の夫婦の会話には、
「私、それがいやなの。それがいやなのよ」と細君は泣く。
という部分は、
「這，我就煩；我煩的就是這個。 」太太哭了。
という箇所に、訳の会話文は明らかに原文の会話のリズムをうつそうとしている。ここだけではなく、およそ原作の夫
（）
婦の会話はみなうまく元来のリズム感を崩さず訳されている。近代語彙の部分とやや矛盾するところになるが、ここには銭稲孫が原作の意味、雰囲気、 などを如何に中国語
―
ここでは特殊な「京話」であるが
―
にうつそうとする姿
勢が見て取れる。
おわりに
　冒頭に掲げた胡適への手紙は１９３５年のものであったので、日本の近代小説を「戯れ」に翻訳したのは１９３８年
に始まったことではなかろう。あくまでも筆者の推測であるが、おそらく１９２８年に清華大学の日本語、日本文学担当の専任講師（のち教授）になってから、授業の一環として、少しずつ訳していたであろう。そして『北平近代科学図書館館刊』が出来てから、代理館長の山室三良に頼まれたので、篋底の旧稿に手を加え、発表したのではなかろうか。
　「転生」という小説は夫婦関係をユーモラスの筆致で、寓話風に書い ものである。 『文芸春秋』の読者層を考慮して、
原作者の志賀直哉はある程度近代的な夫婦という設定で小説を構想したのであろう。
　銭稲孫は小説の意味を十分に理解しながらも、その家庭的でユーモラスな雰囲気を如何にうつすかを第一に考えてい
たと思う。響きがやわらかく、何となく暖かく感じる古い北京の巷 言葉はこの小説にぴったりの文体であると、銭稲孫は考えたのかもしれない。
